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住
すみよしたいしゃ

吉大社（大
おおさか

阪市
し

）に海
うみ

の無
ぶ じ

事を
願
ねが

って、遣
けんずいし

隋使、遣
けんとうし

唐使が旅
たび

立
だ

った

遣
けんとうし
唐使が持

も
ち帰
かえ
った

珍
めずら
しいもののなかに、
小
こ む ぎ こ
麦粉でできた

「唐
からくだもの
菓子」があった

16世
せい き
紀、南

なんばんぶんかとうらい
蛮文化到来、

カボチャ、ジャガイモ、パン、
カステラ、天

てん
ぷらが

伝
つた
えられる

13世
せい き
紀、七

たなばた
夕にはそうめんを

たべる風
ふうしゅう
習が生

う
まれる

1585年
ねん
ごろ、千

せんのりきゅう
利休が、

茶
ちゃかい
会の菓

か し
子として「フノヤキ」をだし、

豊
とよとみひでよし
臣秀吉もたべたという

1672年
ねん
、河
かわむらずいけん
村瑞賢が北

ほっかいどう
海道から

大
おおさか
坂まで物

ぶっし
資を運

はこ
ぶ北
きたまえぶね
前船の航

こうろ
路を

完
かんせい
成させ、北

ほっかいどう
海道の昆

こんぶ
布が

大
おおさか
坂に大

たいりょう
量に運

はこ
ばれた

1694年
ねん
、大
おおさかうえまちだいち
坂上町台地の

料
りょうてい
亭「浮

うかむせ
瀬」が元

げんろくじだい
禄時代に繁

はんじょう
盛し、

松
まつおばしょう
尾芭蕉も句

く
をのこす

大
おおさか
坂の賑

にぎ
わいとともに、料

りょうてい
亭文

ぶん か
化も

花
はな
開
ひら
き、だしをつかった料

りょうり
理が大

おおさか
坂

から京
きょう
、江
え ど
戸へと広

ひろ
がった

大
おおさか
坂城

じょう
築
ちくじょう
城の資

しざ い
材おき場

ば
「砂

すな ば
場」に、

日
にほん
本初

はつ
のうどん、そば専

せんもんてん
門店が登

とうじょう
場

それまで和
あ
えたり、つけて食

た
べていた

麺
めんるい
類だったが、昆

こんぶ
布だしのきいた、

だしたっぷりの「かけうどん、
かけそば」がここから広

ひろ
まった

★「きつねうどん」を５回
かい
早
はや
く

言
い
えたら、２つすすむ

1730年
ねん
、堂
どうじま
島に米

こめかいしょ
会所

（世
せかいはつ
界初の先

さきものとりひきじょ
物取引所）が開

かいせつ
設され、

日
にほんけいざい
本経済の中

ちゅうしん
心として、

ますます大
おおさか
坂がにぎわった

明
めいじ
治中
なか
ごろに「きつねうどん」が、
大
おおさか
阪の「松

ま つ ば や
葉屋」で誕

たんじょう
生

大
たいしょう
正から昭

しょうわ
和にかけて、水

みずと
溶きの

小
こ む ぎ こ
麦粉を焼

や
いて、ウスターソースで

味
あじ
つけした洋

ようしょく
食焼

や
きが広

ひろ
がり、

たこ焼
や
き誕

たんじょう
生のきっかけとなった、

ちょぼ焼
や
き、ラヂオ焼

や
きの屋

やたい
台も登

とうじょう
場

2003年
ねん

5月７日コナモンの日
ひ

に設
せつりつ

立された文
ぶ ん か

化団
だんたい

体、「日
に ほ ん

本コナモン協
きょうかい

会」は、コナモンとだしの食
しょくぶんか

文化、歴
れ き し

史を「だしツッコミ！
会
か い ぎ

議」として、各
か く ち

地で出
で ま え

前授
じゅぎょう

業、セミナーを重
かさ

ねてきました。この双
すごろく

六は、だしツッコミ！年
ねんぴょう

表をもとに作
さくせい

成し、楽
たの

しく学
まな

んでもらう
ツールです。左

ひだり
のコマを切

き
り取

と
って、仲

なか
良
よ

く遊
あそ

んでくださいね。 http://konamon.com

コナモン双
す ご ろ く

六
昭
しょうわ
和の初

はじ
め、大

おおさか
阪で

ぼけツッコミ、のりツッコミの
しゃべくり漫

まんざい
才登

とうじょう
場

大
おおさか
阪の飲

いんしょくてん
食店では、

客
きゃく
の店
てんしゅ
主へのツッコミが、

おいしい店
みせ
を育
そだ
てた

洋
ようしょく
食焼

や
きの進

しんかけい
化系として、

小
こ む ぎ こ
麦粉をだしでといて
混
ま
ぜて焼

や
いた、

お好
この
み焼

や
きが登

とうじょう
場

昭
しょうわ
和10年

ねん
ごろ、たこ焼

や
き誕

たんじょう
生

ソースをつけるのは、
戦
せんご
後になってから

2003年
ねん
５月７日コナモンの日

ひ
に、

日
にほん
本コナモン協

きょうかい
会設
せつりつ
立

2012年
ねん
、大
おおさか
阪のお好

この
み焼

や
き店
てんしゅ
主たちと

日
にほん
本コナモン協

きょうかい
会の共

きょうどう
同開

かいはつ
発で、

新
しんめいぶつ
名物「道

どうとんぼり
頓堀やきそば」登

とうじょう
場

2013年
ねん
12月４日、「和

わしょく
食」が

ユネスコ無
むけい
形文

ぶん か い さ ん
化遺産に登

とうろく
録

詳
くわ
しくは、「だしツッコミ！」で検

けんさく
索

http://www.yamasa.com/dashitsukkomi/
【だしツッコミ！とは】
関
かんさい
西の食

しょくぶんか
文化である「だし」を利

き
かせるスタイル

だしにつける、だしに調
ちょうみりょう
味料を加

くわ
えて、つけダレにする、

だしつゆにするなど、だしを活
かつよう
用した調

ちょうり
理文

ぶん か
化の総

そうしょう
称

★たこ焼
や
き屋

や
からタコが１ぴき逃

に
げて、

１回
かい
やすみ

★おもろいことを言
い
って、

　笑
わら
わせたら、５つすすむ

　もし誰
だれ
も笑
わら
わなかったら、３つもどる

摂
せっつ
津名

めいしょ
所図

ず え
会

「浮
うかむせ
瀬」

摂
せっつ
津名
めいしょ
所図

ず え
会

「砂
すなば
場」

フノヤキ：水
み ず と
溶きの小

こ む ぎ こ
麦粉を薄

うす
く

　　　　焼
や
いて味

み そ
噌をつけたもの

毎
まいとし
年、各

か く ち
地で

いろんなイベントを開
かいさい
催

★北
きたまえぶね
前船にのって、２つすすむ

★そうめんをたべすぎて、
１回
かい
やすみ

制作著作 日本コナモン協会、協力 ヤマサ醤油株式会社

★お米
こめ
が高
たか
く売
う
れたので、2つすすむ

ちょぼ焼
や
き ラヂオ焼

や
き

日
に ほ ん

本コナモン協
きょうかい

会監
かんしゅう

修、
フライパンで簡

かんたん

単、
極
ごくうま

旨レシピ！

だしツッコミ！
焼
や き

うどん
だしツッコミ！
焼
や き

うどん

洋
ようしょく
食焼

や
き

★自
じぶ ん
分だけお菓

か し
子をたべてよし

★うどん、そばをたべすぎて、１回
かい
やすみ

だしツッコミ！ 
日本コナモン協会
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極
ごくぶとめん
太麺、道

どうとんぼり
頓堀ソース、

だしツッコミ！がきめて


